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特集
＊編集の都合上，変更になることがあります
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編集後記

●本特集で原澤氏は，「手のはたらき」という人間の根源的な営みを取り上げ，こう述べていま
す。「患者に触れる手が，同時に患者から触れられる手になるということは，それが患者のた
めだけにあるのではなく，看護師としての自分，そして人間としての自分の存在を確かめるた
めの基盤ともなっている可能性がある。またそれは，看護師対患者という関係を超え，人間対
人間という原点に戻る経験であるともいえる」。これは，本特集に通底するテーマにも感じま
す。どの論文にも，普遍的で原初的な人間の感情のありようが，理性では捉えきれない生身の
言葉や沈黙，そして「触れる」といった振る舞いによって示されています。まさに看護の原点で
あり，可能性であるのでしょう。感情を率直に語ることも，それを受けとめることも，勇気の
いることだと思います。私は看護者ではありませんが，そうした勇気を自身の課題にしたいと，
本特集を通して思いました。連載最終回を迎える江藤先生，髙木先生への心からの感謝ととも
に，本年の御礼を申し上げます。来年も，よろしくお願いいたします。	 （小長谷）
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看護研究から政策をうみだすために
序　緒方泰子，深堀浩樹，丸光惠
A Preamble to Shaping Health Policy Through Nursing Research	
　Patricia A Grady, PhD, RN, FAAN & Ada Sue Hinshaw, PhD, RN, FAAN
NINR とは何か？─その歴史と看護研究における役割　前田留美，丸光惠
NINR による継続教育─ Big data methodologies boot camp に参加して　小濵京子
退院支援に関する看護研究を政策につなぐ　坂井志麻
政策につながる看護研究実践	  
─少子化社会における妊娠・出産にかかわる政策に向けて　福島富士子
看護学研究者養成につながる行政官の活動　石橋みゆき
看護学研究者に対する国会議員からの期待　石田昌弘

●新連載
ナースのための混合研究法入門・1　抱井尚子
海外の看護学研究の流れをつかむ・1　深堀浩樹，大山裕美子ほか
USCFで看護研究を学ぶ・1　齋藤真希
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